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なお、平成 20 年度までの学部長特別研究費プロジェクト等の積み重ねにより、平成 21 年度
には科学研究費補助金（若手研究 B「徳川外交の連続性――『近世』から『幕末』へ、幕臣筒
井政憲に見る経験の蓄積に着目して」）の交付を受けることができたため、同補助プロジェクト
との相乗効果を最大限に発揮する形で研究を進めた。 
（得られた成果等） 
幕末における欧米外交官の登城・拝謁に関し、本プロジェクト以前の外交制度的な理解を基
盤に、今回は服飾、饗応、儀式空間の設営等の諸要素に具体的に着目して、外交儀礼の文化的
な内実を相当程度明らかにすることができた。外交儀礼の態様は、そのときどきの政策遂行者
の対外認識ないしは自国認識が形になったものと位置づけることができるにもかかわらず、こ
れまで、外交の政治的な中身に比して十分に研究されてきたとは言えず、その点で、一つの重
要な領域を開く端緒をなすことができたと考えている。またそうした実証的検討を通じて、よ
り抽象的なレベルにおいては、報告者の関心事項である、徳川幕府による外交の近世から幕末
への連続性を、さらに明確に主張していくための土台を整えることができたと言える。 
なお、研究上の場面における具体的成果は前頁のとおりであるが、平成 21、22年度に担当し
た国際文化学科「文化交流論」の講義にも、該当するテーマの時間において、本研究の成果を
生かすことができた。 
 
